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防音カバー 

強化繊維プラスチック 

キャタピラ＆ローラー 

第１層。面密度0.5kg/m2で厚さが4mm

のグラスウールで形成されている。 

目的 
お掃除ロボットに新機能（家庭内で起きると思われる現象に対応する機能）
を加える。 

まとめ 

・耐久性と軽さを両立することができる。 

・２層構造によって効果的に騒音を吸収する。 

・高さ段差を乗り越えるため、掃除できる範囲が広がる。 

お掃除ロボット
の外装に使用 

お掃除ロボット用に防音カバー
を作ることによって掃除中の騒
音を静かにする。２層構造に
なっておりこれによって効果的
に騒音を吸収することができる。 
 

第２層。面密度32kg/m3で厚さが50mm

のグラスウールで形成されている。 

プラスチックとガラス繊維を複合させ
た材料。軽量さと弾性率を併せ持って
おり、比強度が大きく、耐久性に優れ
ている。 

＜配置図＞ ＜上下への伸縮機能＞ 

段差を乗り越えるためにお掃除ロボット
の裏面にキャタピラと上下伸縮機能を
搭載する。これによりある程度の高さの
段差であれば乗り越えることができる。 

耐久性を上げる 
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